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福井県では、行政・医師会・専門医が協力して①～⑥などの
CKD・糖尿病の総合対策を行なう体制が構築されている。

福井県は人口あたりの透析患者数が全国一少ない。

①マスコミを利用した啓発活動 ④啓発DVDを作製し、全市町の
健診会場でエンドレス放映

②啓発イベント開催（参加者数の推移）③福井県や各市町が開催する1万人規模の
イベントで健康ブースを設置

栄養士会

検査技師会

看護師会

CKD重症化予防 （福井式）

⑥研修会の実施（2回／年）

⑤出前講座の実施（3回／年）

連携 連携歯科医師会

かかりつけ医



糖尿病性腎症重症化予防プログラム （福井式）
基準A（糖尿病）、基準B（慢性腎臓病）

事業の分析・評価を実施（毎年把握するデータ）
ア 対象者数、そのうち個別に働きかけた人数
イ かかりつけ医と連携した人数
ウ CKD 重症度分類のステージの維持・改善・悪化数
エ 健診受診率

（福井県健康福祉部 飯島克枝氏提供）

①糖尿病とCKDの同時抽出 ②医科歯科連携も実施 医療機関受診者数が増加している
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